
























































































































































































器等（19 枚）、天候（6 枚）、食事（5 枚）、その他（処
罰、行列）（4 枚）なども描かれている。
文章内容の理解を助けるために挿し入れた絵はコミュ
ニケーションの役割も果たしているが、主な原因として
は漢文に熟練していない著者の安田氏は、自分が得意な
絵を使い、朝鮮の地方官僚からの度重なる検問に対して
解釈を行い、徐々にお互いの理解を得て、また漢文のレ
ベルの向上に伴い、徐々に筆談が展開するようになって
いった。その後、対馬の倭館へ向かう途中も、地方官僚
や船頭さんに尋ねながら、所在地の確認もでき、路線図
もかなりの部分を作成することができた。筆談の文字部
分が忠実に原稿にあらわされ、自分が得意な絵（スケッ
チ？）に丁寧に色彩をつけ、編集を行ったのだと推測し
た。今後とも視覚による筆談交流は東アジアにみられる
独特なコミュニケーションの方法として、ただ単なる意
思疎通以外に、東アジアの文人の精神世界をいかに動か
すか、場合によっては、文字以外、絵なども重要な役割
を果たしたと認識すべきだと思っている。
2．「千歳丸」の乗員である名倉松窓に関する資料収集
幕末最初の訪中団である「千歳丸」の乗員の紀行文を
数多く解読してきた。中でも、「千歳丸」の一員である
名倉松窓に関する研究は中国ではほとんど扱われてこな
かった。彼はメモ魔と称されるほどの膨大な筆談資料を
残し、その筆談を通して、清国の官僚、商人、文人と幅
広く人脈をもち、李鴻章からも好評を得て、「中日修好
日本における「筆談」に関する調査
謝 咏
（浙江工商大学東亜研究院）
に興味が湧いた。今回の旅はさらに深く掘り下げて研究
する機会・時間がなかったけれども、日本文化の種はす
でに私の心の中で根を下ろして芽吹いたと確信してい
る。次回の日本への旅を大変楽しみにしている。
写真 1　 小熊教授の案内で常民文化研究所を訪問した
